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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 職員旅行不参加のスタッフは不参加届けを期日までに提出してください。

＜新外来患者様報告＞

安部　昌代様　36歳　

H23年5月に長女を出産。その後､徐々に育児に対する悩み･負担が増大されていた。H24年1月下旬頃より睡眠が不安定となり､易疲労感･倦怠感が出現。同年2月初旬には､｢知らない人の声で中傷されている｣等の幻聴､｢誰かに見られている感じがする｣｢育児の仕方を批評されている感じがする｣等の被注察感､被害念慮が出現して､一時的に興奮して大声で叫ぶことがあった。興奮した状況は記憶になかった。上記症状が持続していたことから､H24.2.6､国見台病院[精神科]を受診。仙台市が地元ということで､同院を受診していた。同院での診断名は不明であるが､抗精神病薬､睡眠薬が処方され､以後同院への通院(1回/2～4週)を継続。幻聴･被害念慮等の症状は徐々に潜在化され､睡眠も安定化されていた。症状が安定していたこともあり､居住している八戸市での治療を希望。H24.4.12､国見台病院より診療情報提供書を受け取り､今後､当院での治療を希望して､今回当院へ受診相談がある。

＊幻覚症状は幻聴以外なく､更年期症状･身体不調を呈することもない。

＊情動は安定化されており､現在育児に強い負担を感じていない。

· これまで同様の症状が出現したことや､精神科での治療歴はない。

情報提供書持参し、夫、子（1歳）と受診。指示にてCMI施行。

対応穏やかで、幻聴等の症状なく睡眠も安定している様子。

